保有耐力の計算
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· 各階ごとに、４分割法の領域（両端から１／４の領域、中央部の領域）に区分し記入すること。

また、ＸＹ方向ごとの合計値も計算し記入する。

※　方法２の場合は、「仕様による壁強さ倍率」を「垂れ壁付き独立柱１当たりの強さ」に読み替える。
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